
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２３年６月２４日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
本研究では，認識対象の古文書文字の字種数を限定したうえで，認識部を大分類部と細分類

部に分けた階層的な識別器を用いた高精度の古文書文字認識を実現した．さらに，古文書文字
認識の応用として，高精度の認識手法を用いて，初心者が読解困難な文字に対する読みの候補
文字を複数個提示することにより古文書読解を支援するシステムを構築した． 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this research, we developed the Japanese historical character recognition system 

using the hierarchical classifiers. The hierarchical classifiers consist of a 
rough-classifier and a set of fine-classifiers. Moreover, we developed the reading 
support system for Japanese historical documents. In this reading support system, the 
user selects the unknown character by mouse operation and the character recognition system 
outputs five candidate characters.  
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１．研究開始当初の背景 
 

古文書の翻刻（古文書を読んで活字に直す
こと）は，歴史研究において不可欠な基礎的
作業であるが，国内には翻刻されていない古
文書が数多く存在する．古文書の翻刻作業は
専門家に頼らざるをえないにも関わらず，翻
刻すべき古文書数に比べて専門家は非常に
少ないのが現状である．そこで，知能情報技
術を用いて古文書の翻刻作業を支援するよ
うなシステムを開発できれば，歴史研究にお
いて有用な道具になると考えられ，近年研究

が進められている．代表的な研究として，古
文書翻刻支援システム開発プロジェクトが
あり，プロジェクトの一環として，和泉らは
漢字16字種からなる古文書文字データに対
して約96%の認識率を得ているが，対象字種
数が極めて少ない．一方，申請者らは，特徴
量として方向線素特徴量，認識手法としてマ
ハラノビス距離に基づく最近傍識別法を採
用した古文書文字認識システムの構築を進
めている． 
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２．研究の目的 
 

本研究では，上記の研究成果を踏まえて，
限定した字種数の古文書文字を対象として，
階層型識別器を用いた高精度の認識手法お
よびその応用に関して検討する．具体的には
以下の二つを研究の目的とする． 

第一の目的として，認識部を大分類部と細
分類部に分けた階層的な識別器を用いた高
精度の古文書文字認識を実現する．さらに，
第二の目的として，上記で得られた認識手法
を用いて，初心者が読解困難な文字に対する
読みの候補文字を複数個提示することによ
り古文書の読解を支援するシステムを構築
する． 
 
３．研究の方法 
 
(1) 平仮名文字データベースの作成 

古文書翻刻支援システム開発プロジェク
トが公開している古文書データベース HCDシ
リーズから多数の字種の古文書文字データ
を集めて本研究で用いるデータセットを準
備した． 
(2) 認識手法の実装と性能評価 

大分類部に自己組織化マップを採用し，細
分類部に多層パーセプトロン，サポートベク
ターマシン，マハラノビス距離に基づく
最近傍識別法を導入した各認識手法を実装
し，上記のデータセットに対して認識実験を
行い，認識率を比較した． 
(3) 古文書読解支援システムの構築と評価 

上記で実装した認識手法を組み込んだ古
文書読解支援システムを構築し，ユーザによ
る実証評価を実施し，今後の課題を検討した． 
 
４．研究成果 
 
(1) 平仮名文字データベースの作成 

古文書翻刻支援システム開発プロジェク
トが公開している古文書文字データベース
HCD1 および HCD1a～1e からサンプル数が 200
以上ある字種の古文書文字データを集め，本
研究で使用するデータセットを作成した． 

 
(2) 認識手法の実装と性能評価 

まず，大分類部に自己組織化マップ，細分
類部に多層パーセプトロンのモジュール群
を用意したモジュール型ニューラルネット
ワークによる階層型識別器を実現し，交差検
証法による文字認識実験を行い，認識性能
を評価した．その結果，61 字種の古文書
文字に対して約 94%という高い認識精度を得
られることを明らかにした． 

また，細分類部の認識手法として，サポ
ートベクターマシンを用いた手法，マハ
ラノビス距離に基づく最近傍識別法を

用いた識別器を実現し，交差検証法による
文字認識実験を行い，認識性能を評価した．
その結果，61 字種の古文書文字に対し
て，両手法ともに約 96%という高い認識
精度が得られることを明らかにした． 

また，細分類部の認識手法として，マ
ルチテンプレートマッチングを用いた
識別器も実現し，交差検証法による認識実
験を行い，61 字種の古文書文字に対して，
約 93%の認識精度が得られた．1 字種あ
たり 25 個のテンプレートを自己組織化
マップにより学習することで，ある程度
の認識精度を得ることができた． 
 

表 1 細分類部の認識精度の比較 

手法 認識精度 

多層パーセプトロン 94.2% 

サポートベクターマシン 95.6% 

マハラノビス距離に基づ
く最近傍識別法 

96.1% 

マルチテンプレートマッ
チング 

93.3% 

 
(3) 古文書読解支援システムの構築と評価 
上記の認識実験で最も高い性能を示した

マハラノビス距離に基づく最近傍識別
法を組み込んだ古文書読解支援システムを
構築した．その読解支援システムの画面例を
図 1に示す．このシステムでは，初心者が読
解困難な文字に対する読みの候補文字を 5個
提示している． 

ユーザによる評価実験を実施したと
ころ，ユーザが読むことが困難な文字と
して選択した文字に対するシステムの
正答率は約 83%であった．これは，古文
書文字の個別認識実験における正答率
に比べると低下しているが，ユーザがマ
ウスを用いて文字の範囲を選択してお
り，前後の文字がつながっている文字が
多いことなどを考慮すると，一定の有効
性が確認できた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 古文書読解支援システムの画面例



(4) まとめ 
古文書文字認識において，大分類部と細分

類部に分けた階層的識別器の有効性を示すこ
とができた．また，古文書読解支援システム
の構築により，くずし字を読むことを支援す
る一つの手段を実現することができた． 

今後の課題として，平仮名と漢字を分けて
それぞれの認識器を用いること，より多くの
字種数を対象とすること，前後の文字がつな
がっている場合の文字の切り出し方法を検討
することなどが考えられる． 
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